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(57)【要約】
　本発明の撮像ユニットは、対物レンズユニット、撮像
素子の受光面上に固定された、長方形又は正方形である
カバーガラス、前記カバーガラスの前端面に貼着された
、前記カバーガラスの対角線長よりも小さい直径の円形
の光学部材、前記光学部材が後方から嵌合する円形の嵌
合孔を有し、前記対物レンズユニットに対して固定され
た保持枠、前記保持枠内において、径方向内側に突出す
る突出部、前記光学部材の前方に配設され、前記突出部
の内壁面において反射し前記撮像素子の画素形成領域内
に向かう視野外光を遮る第１遮光部材、及び前記光学部
材の後端面と前記カバーガラスの前端面との間に配設さ
れ、前記光学部材の側面において反射し前記画素形成領
域内に向かう角度の視野外光を遮る第２遮光部材、を備
える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズユニット、
　撮像素子の前端面である受光面上に固定された、長方形又は正方形であるカバーガラス
、
　前記カバーガラスの前端面に貼着された、前記カバーガラスの対角線長よりも小さい直
径の円形の光学部材、
　前記光学部材が後方から嵌合する円形の嵌合孔を有し、前記対物レンズユニットに対し
て固定された保持枠、
　前記保持枠内において、径方向内側に突出する突出部、
　前記光学部材の前方に配設され、前記突出部の内壁面において反射し前記撮像素子の画
素形成領域内に向かう視野外光を遮る第１遮光部材、及び
　前記光学部材の後端面と前記カバーガラスの前端面との間に配設され、前記光学部材の
側面において反射し前記画素形成領域内に向かう角度の視野外光を遮る第２遮光部材、
を備えることを特徴とする撮像ユニット。
【請求項２】
　前記第２遮光部材は、前記光学部材の後端面上に蒸着された薄膜からなることを特徴と
する請求項１に記載の撮像ユニット。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の撮像ユニットを具備する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対物レンズユニット及び撮像素子を具備する撮像ユニット及び内視鏡に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　生体の体内や構造物の内部等の観察が困難な箇所を観察するために、生体や構造物の外
部から内部に挿入可能な挿入部の先端部内に、光学像を撮像するための撮像ユニットを具
備した内視鏡が、例えば医療分野や工業分野において利用されている。
【０００３】
　例えば、日本国特開平１０－１４６３１２号公報に開示されているように、内視鏡の撮
像ユニットは、被写体像を結像する対物レンズユニットと、対物レンズユニットの結像面
に配設された撮像素子を具備してなる。
【０００４】
　内視鏡の撮像ユニットでは、例えば図１３に示すように、撮像素子２２の受光面２２ａ
上には、受光面２２ａを封止するカバーガラス２３が固定されている。そして、カバーガ
ラス２３の前面にガラス等の透明な部材からなる光学部材２４が貼着されている。
【０００５】
　そして、光学部材２４は、図示しない対物レンズユニットに対して固定された保持枠２
１に形成された嵌合孔２１ａ内に嵌合し、接着材等により固定される。このように、撮像
ユニットは、撮像素子２２が、対物レンズユニットに対して固定された保持枠２１に、光
学部材２４を介して固定される構成を有するものがある。
【０００６】
　図１３に示すような、対物レンズユニットに対して固定された保持枠２１の後端に嵌合
する光学部材２４と、光学部材２４に固定される撮像素子２２とを有する撮像ユニットに
おいて、撮像ユニットの小型化（小径化）を実現するには、光学部材２４の外形を小さく
する必要がある。光学部材２４の外形を小さくすれば、保持枠２１の後端部の外形も小さ
くすることができる。
【０００７】
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　しかし、撮像素子２２の前方に配設された光学部材２４の外形を小さくした場合、光学
部材２４の側面が光軸に近づくこととなる。このため、図１３中に二点鎖線の線分Ｌ１０
として示すように、光学部材２４の側面において反射した光線が撮像素子２２の画素形成
領域２２ｂに入射し、フレアを発生させてしまう。
【０００８】
　そこで、図１４に示すように、遮光部材２５を光学部材２４の後方の面（像側の面）に
配設すれば、光学部材２４の側面において反射した光線Ｌ１０を遮ることができる。しか
し、この場合には、保持枠２１に設けられた、光学部材２４を突き当てるための突起部２
１ｂにおいて反射した光線Ｌ１１が撮像素子２２の画素形成領域２２ｂに入射し、フレア
を発生させてしまう。
【０００９】
　また、図１５に示すように、光学部材２４の外形をカバーガラス２３と同一とする又は
カバーガラス２３よりも大きくすれば、光学部材２４の側面及び保持枠２１の光学部材２
４を突き当てる部位を光軸から遠ざけることができるため、これらの箇所において反射し
た光線に起因するフレアの発生を防止できる。しかし、この場合には、撮像ユニットが大
型化（大径化）してしまうことは、前述の通りである。
【００１０】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、小型化とフレアの抑制を両立し
た撮像ユニット及び内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の撮像ユニットは、対物レンズユニット、撮像素子の前端面である受光
面上に固定された、長方形又は正方形であるカバーガラス、前記カバーガラスの前端面に
貼着された、前記カバーガラスの対角線長よりも小さい直径の円形の光学部材、前記光学
部材が後方から嵌合する円形の嵌合孔を有し、前記対物レンズユニットに対して固定され
た保持枠、前記保持枠内において、径方向内側に突出する突出部、前記光学部材の前方に
配設され、前記突出部の内壁面において反射し前記撮像素子の画素形成領域内に向かう視
野外光を遮る第１遮光部材、及び前記光学部材の後端面と前記カバーガラスの前端面との
間に配設され、前記光学部材の側面において反射し前記画素形成領域内に向かう角度の視
野外光を遮る第２遮光部材、を備える。また、本発明の一態様の内視鏡は、前記撮像ユニ
ットを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】内視鏡の構成を説明する図である。
【図２】撮像ユニットの断面図である。
【図３】保持枠の後方端部、光学部材、カバーガラス及び撮像素子を拡大した断面図であ
る。
【図４】撮像素子の受光面の正面図である。
【図５】図３のV-V断面図である。
【図６】図３のVI-VI断面図である。
【図７】図３のVII-VII断面図である。
【図８】前方から見た場合における、保持枠の後方端部、光学部材、カバーガラス及び撮
像素子のそれぞれの外形を示す図である。
【図９】図８のIX-IX断面図である。
【図１０】図８のX-X断面図である。
【図１１】突起部の変形例を示す図である。
【図１２】第２の実施形態の撮像ユニットの断面図である。
【図１３】従来の撮像ユニットを説明するための断面図である。
【図１４】従来の撮像ユニットを説明するための断面図である。
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【図１５】従来の撮像ユニットを説明するための断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明に
用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、構成
要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素
の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構成要素の相対的な位置関係
のみに限定されるものではない。
【００１４】
（第１の実施形態）　
　以下に、本発明の実施形態の一例を説明する。まず、図１を参照して、本発明に係る内
視鏡１０１の構成の一例を説明する。本実施形態の内視鏡１０１は、人体等の被検体内に
導入可能であって被検体内の所定の観察部位を光学的に撮像可能な構成を有する。なお、
内視鏡１０１が導入される被検体は、人体に限らず、他の生体であってもよいし、機械や
建造物等の人工物であってもよい。
【００１５】
　本実施形態の内視鏡１０１は、被検体の内部に導入される細長の挿入部１０２と、この
挿入部１０２の基端に位置する操作部１０３と、この操作部１０３の側部から延出するユ
ニバーサルコード１０４とで主に構成されている。
【００１６】
　挿入部１０２は、先端に配設される先端部１１０、先端部１１０の基端側に配設される
湾曲自在な湾曲部１０９、及び湾曲部１０９の基端側に配設され操作部１０３の先端側に
接続される可撓性を有する可撓管部１０８が連設されて構成されている。先端部１１０に
は、対物レンズユニット１０及び撮像素子２を含む撮像ユニット１が配設されている。先
端部１１０には、図示しないが、撮像ユニット１の被写体を照明する光を出射する照明光
出射部も設けられている。なお、内視鏡１０１は、挿入部に可撓性を有する部位を具備し
ない、いわゆる硬性鏡と称される形態のものであってもよい。
【００１７】
　挿入部１０２の基端に配設された操作部１０３には、湾曲部１０９の湾曲を操作するた
めのアングル操作ノブ１０６が設けられている。ユニバーサルコード１０４の基端部には
外部装置１２０に接続可能に構成された内視鏡コネクタ１０５が設けられている。内視鏡
コネクタ１０５が接続される外部装置１２０は、カメラコントロールユニット１２０ａを
含んでいる。
【００１８】
　内視鏡１０１内には、挿入部１０２、操作部１０３及びユニバーサルコード１０４内に
挿通された伝送ケーブル１１５が配設されている。伝送ケーブル１１５は、撮像ユニット
１とコネクタ部１０５とを電気的に接続するように構成されている。コネクタ部１０５が
外部装置１２０に接続されることによって、撮像ユニット１は、伝送ケーブル１１５を介
して外部装置１２０のカメラコントロールユニット１２０ａに電気的に接続される。この
伝送ケーブル１１５を介して、外部装置１２０から撮像ユニット１への電力の供給、及び
外部装置１２０と撮像ユニット１との間の信号の授受が行われる。
【００１９】
　カメラコントロールユニット１２０ａは、撮像ユニット１から出力された信号に基づく
映像を生成し、画像表示部１２１に出力する構成を有している。すなわち、本実施形態で
は、撮像ユニット１により撮像された光学像が、映像として画像表示部１２１に表示され
る。なお、カメラコントロールユニット１２０ａ及び画像表示部１２１の一部又は全部は
、内視鏡１０１と一体に構成される形態であってもよい。
【００２０】
　次に、撮像ユニット１の詳細な構成について説明する。図２は、撮像ユニット１の断面
図である。撮像ユニット１は、対物レンズユニット１０及び撮像素子２を有して構成され
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ている。
【００２１】
　対物レンズユニット１０は、レンズ、フィルタ、絞り等の複数の光学素子を含み、像面
に被写体像を結像するように構成されている。本実施形態では一例として、対物レンズユ
ニット１０は、直線状の光軸Ｏ上に配置された複数のレンズ１０ａによって構成されてい
る。以下においては、光軸Ｏに沿って物体側（被写体側）へ向かう方向を前方と称し、そ
の反対の像側に向かう方向を後方と称するものとする。なお、対物レンズユニット１０は
、鏡やプリズム等の反射面を有する光学素子を含み、反射面において光軸Ｏが屈曲する形
態であってもよい。
【００２２】
　複数のレンズ１０ａは、円筒状のレンズ鏡筒１１内に固定されている。レンズ鏡筒１１
の後方端部には、保持枠１２が固定されている。保持枠１２は円筒状の部材である。保持
枠１２の前方端部は、レンズ鏡筒１１の後方端部に嵌合する。保持枠１２の後方端部の内
部には、円板状の光学部材１３が嵌合する。保持枠１２及び光学部材１３の詳細について
は後述するものとする。
【００２３】
　撮像素子２は、例えばＣＣＤ、ＭＯＳイメージセンサ、ＣＭＯＳイメージセンサ等であ
る。撮像素子２は、フォトダイオードからなる複数の画素が配列された受光面２ａを有す
る。
【００２４】
　撮像素子２の受光面２ａ上には、受光面２ａを封止するためのカバーガラス３が貼着さ
れている。カバーガラス３は、リッドガラス等とも称される。カバーガラス３の前方の面
は、光学部材１３の後方の面と接着剤により接着されている。すなわち、撮像素子２は、
カバーガラス３及び光学部材１３を介して、保持枠１２に固定される。
【００２５】
　図３は、撮像ユニット１の保持枠１２の後方端部、光学部材１３、カバーガラス３及び
撮像素子２の部分を拡大した断面図である。図４は、撮像素子２の受光面２ａの正面図で
ある。図５は、図３のV-V断面図である。図６は、図３のVI-VI断面図である。図７は図３
のVII-VII断面図である。
【００２６】
　図４に示すように、撮像素子２の受光面２ａにおいて、全ての画素は、所定の配列で画
素形成領域２ｂ内に形成されている。画素形成領域２ｂは、例えば長方形又は正方形であ
る。
【００２７】
　本実施形態においては、カメラコントロールユニット１２０ａは、撮像素子２の画素形
成領域２ｂの全ての画素を用いて画像表示部１２１に表示する映像を生成するのではなく
、画素形成領域２ｂ内の一部の領域内の画素を用いて画像表示部１２１に表示する映像を
生成する。ここで、この映像を生成するための信号生成に用いられる画素からなる領域を
、表示領域２ｃと定義する。
【００２８】
　本実施形態では一例として、表示領域２ｃは８角形である。より具体的には、表示領域
２ｃは、長方形又は正方形である画素形成領域２ｂの外形と平行な４つの外辺を有する。
表示領域２ｃは、この４つの外辺からなる四辺形状の４つ角部を直線により切り落とした
形状である。撮像素子２は、表示領域２ｃの中心が、光軸Ｏ上に位置するように配設され
る。また、本実施形態では、画素形成領域２ｂの中心と表示領域２ｃの中心とは一致して
いる。
【００２９】
　なお、表示領域２ｃ内に結像された光学像を、画像表示部１２１に表示する映像に変換
するにあたっては、撮像素子２が前記表示領域２ｃ内に位置する画素からの信号のみを出
力するように撮像素子２の駆動モードを設定する形態が用いられてもよいし、撮像素子２
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の全ての画素から出力された信号を読み出した後に、表示領域２ｃ内に相当する領域の映
像を画像処理で切り出す形態が用いられてもよい。また、画素形成領域２ｂの中心と表示
領域２ｃの中心とは一致していなくともよい。また、画素形成領域２ｂのアスペクト比と
表示領域２ｃのアスペクト比は同一でなくともよい。
【００３０】
　図３及び図７に示すように、撮像素子２の受光面２ａ上には、カバーガラス３が固定さ
れている。カバーガラス３は、画素形成領域２ｂを封止する部材である。カバーガラス３
は、光軸Ｏに平行な方向から見た場合に長方形又は正方形となる平板である。カバーガラ
ス３は、光軸Ｏに平行な方向から見た場合に、画素形成領域２ｂよりも大きい外形を有す
る。
【００３１】
　図７に示すように、カバーガラス３は、４つの外辺が、画素形成領域２ｂの外形と平行
となり、かつ光軸Ｏに平行な方向から見た場合に画素形成領域２ｂ全体を覆うように配設
されている。また、カバーガラス３の中心は、光軸Ｏ上に位置する。
【００３２】
　図３及び図６に示すように、カバーガラス３の撮像素子２とは反対側の面、すなわちカ
バーガラス３の前方の面上には、光学部材１３が固定されている。光学部材１３は、ガラ
ス等の透明な材料からなり、光軸Ｏに平行な方向から見た場合に円形となる平板である。
円板状である光学部材１３は、中心が光軸Ｏ上に位置するように配設されている。
【００３３】
　図６に示すように、光学部材１３の直径Ｄは、長方形又は正方形であるカバーガラス３
の対角線長Ｌよりも小さい。また、光学部材１３の直径Ｄは、光軸Ｏに平行な方向から見
た場合に、表示領域２ｃ全体が光学部材１３によって覆われる値とされている。このよう
に、円形である光学部材１３の直径Ｄを、長方形又は正方形であるカバーガラス３の対角
線長Ｌよりも小さくすることによって、光学部材１３のカバーガラス３の外形からの突出
を小さくすることができ、撮像ユニット１の小型化を実現できる。
【００３４】
　図３及び図５に示すように、保持枠１２の後方端部には、嵌合孔１２ａが形成されてい
る。円筒状である保持枠１２の後方の端は、光軸Ｏに対して直交する平面によって切り落
とされた形状を有する。
【００３５】
　嵌合孔１２ａは、光軸Ｏを中心とした円形の孔である。嵌合孔１２ａは、円板状の光学
部材１３が嵌合する内径を有する。光学部材１３は、嵌合孔１２ａ内に後方から前方に向
かって挿入され、接着剤により固定される。
【００３６】
　嵌合孔１２ａの内壁面には、嵌合孔１２ａの径方向内側に向かって突出する突出部１２
ｂが設けられている。突出部１２ｂは、光学部材１３の光軸Ｏに平行な方向の位置決めを
するための部位である。本実施形態では、図５に示すように、突出部１２ｂは、嵌合孔１
２ａの内壁面の周方向全体にわたって設けられている。
【００３７】
　突出部１２ｂは、保持枠１２の後方の端から、光軸Ｏと平行に前方に向かって所定の距
離に設けられている。保持枠１２の後方の端と、突出部１２ｂの後方の端との間の距離は
、光学部材１３の厚さよりも短い。
【００３８】
　本実施形態の撮像ユニット１では、図３に示すように、光学部材１３の前端面１３ａ及
び光学部材１３の後端面１３ｂに接して、第１遮光部材４及び第２遮光部材５が配設され
ている。
【００３９】
　第１遮光部材４及び第２遮光部材５は、撮像ユニット１の視野外から対物レンズユニッ
ト１０に入射する視野外光を遮るための部材である。ここで、視野外光とは、対物レンズ
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ユニット１０を通り保持枠１２の後方端部に到達する光線のうち、表示領域２ｃに像を結
ぶ光線以外の光線のことである。第１遮光部材４及び第２遮光部材５は、金属や樹脂等の
光を透過しない材料からなる薄板状又は薄膜状の部材である。
【００４０】
　第１遮光部材４は、本実施形態では一例として、嵌合孔１２ａにおいて、突出部１２ｂ
の後方の端と光学部材１３の前端面１３ａとの間に挟持される薄板状の部材である。なお
、第１遮光部材４は、光学部材１３の前端面１３ａに蒸着等により形成される薄膜であっ
てもよい。
【００４１】
　図５に示すように、第１遮光部材４は、光軸Ｏが貫通する孔である開口部４ａを有する
。開口部４ａは、光軸Ｏに平行な方向から見た場合に表示領域２ｃと相似形の８角形であ
り、各辺が表示領域２ｃの各辺と平行となるように設けられている。図５においては、表
示領域２ｃの外形を二点鎖線で示している。対物レンズユニット１０を通り表示領域２ｃ
に像を結ぶ光線は、開口部４ａ内を通過する。
【００４２】
　なお、表示領域２ｃと開口部４ａの大きさの関係は、対物レンズユニット１０を通り表
示領域２ｃに像を結ぶ光線の角度に応じて適宜に定められる。したがって、図示する本実
施形態では、開口部４ａは表示領域２ｃよりも大きいが、開口部４ａは、表示領域２ｃと
同一の大きさであってもよいし、表示領域２ｃよりも小さくてもよい。
【００４３】
　第２遮光部材５は、本実施形態では一例として、光学部材１３の後端面１３ｂ上に形成
された金属製の薄膜である。第２遮光部材５は、例えば蒸着法により形成される。なお、
第２遮光部材５は、薄板状の部材であってもよい。
【００４４】
　図６に、光軸Ｏに平行な方向から見た場合の第２遮光部材５の形状を、網掛けのハッチ
ングで示す。
【００４５】
　図６に示すように、第２遮光部材５は、光学部材１３の後端面１３ｂの外縁部であって
、対物レンズユニット１０を通り表示領域２ｃに像を結ぶ光線を妨げない領域に設けられ
ている。言い換えれば、第２遮光部材５は、光軸Ｏが貫通する開口部５ａを有する。対物
レンズユニット１０を通り表示領域２ｃに像を結ぶ光線は、当該開口部５ａ内を通過する
。
【００４６】
　なお、図６においては、表示領域２ｃの外形を二点鎖線で示している。また、図６にお
いて、長方形又は正方形である画素形成領域２ｂの４つの角部を、一点鎖線で示している
。
【００４７】
　第２遮光部材５は、表示領域２ｃの外辺のうちの、画素形成領域２ｂの外形と平行な４
つの外辺からなる長方形又は正方形と相似形の開口部５ａを有する。なお、表示領域２ｃ
と開口部５ａの大きさの関係は、対物レンズユニット１０を通り表示領域２ｃに像を結ぶ
光線の角度に応じて適宜に定められる。したがって、図示する本実施形態では、開口部５
ａは表示領域２ｃよりも大きいが、開口部５ａは、表示領域２ｃと同一の大きさであって
もよいし、表示領域２ｃよりも小さくてもよい。
【００４８】
　また、本実施形態では、第２遮光部材５は、図６に示すように、開口部５ａの４つの角
部に切り欠き部５ｂを有する。切り欠き部５ｂは、第２遮光部材５が形成されていない領
域であり、光を透過する。切り欠き部５ｂは、光軸Ｏに平行な方向から見た場合に、画素
形成領域２ｂの４つの角部に重なる領域に設けられている。
【００４９】
　すなわち、光軸Ｏに平行に前方から光学部材１３、カバーガラス３及び撮像素子２を見
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た場合に、切り欠き部５ｂを通して画素形成領域２ｂの４つの角部が見えるようになる。
このように第２遮光部材５の前方から見て画素形成領域２ｂの４つの角部と重なる領域に
切り欠き部５ｂを設けることにより、第２遮光部材５が形成されている光学部材１３の後
端面１３ｂと、撮像素子２に固定されたカバーガラス３の前端面とを貼り合わせる場合に
、両者を画素形成領域２ｂの外形を基準として容易に位置決めすることができる。
【００５０】
　以上に説明したように、本実施形態の撮像ユニット１は、対物レンズユニット１０と、
撮像素子２の前端面である受光面２ａ上に固定された、長方形又は正方形であるカバーガ
ラス３と、カバーガラス３の前端面に貼着された、前記カバーガラス３の対角線長よりも
小さい直径の円形の光学部材１３と、前記光学部材１３が後方から嵌合する円形の嵌合孔
１２ａを有し、前記対物レンズユニット１０に対して固定された保持枠１２と、前記保持
枠１２内において、径方向内側に突出する突出部１２ｂと、前記突出部１２ｂと前記光学
部材１３の前端面１３ａとの間に配設され、視野外光を遮る第１遮光部材４と、前記光学
部材１３の後端面１３ｂと前記カバーガラス３との間に配設され、視野外光を遮る第２遮
光部材５と、を備える。
【００５１】
　以下に、第１遮光部材４及び第２遮光部材５の作用を説明する。図８は、光軸Ｏと平行
に前方から見た場合における、保持枠１２の後方端部、光学部材１３、カバーガラス３及
び撮像素子２のそれぞれの外形を示す図である。
【００５２】
　本実施形態の撮像ユニット１では、円形の光学部材１３の直径が、長方形又は正方形の
カバーガラス３の対角線長よりも小さい。このため、光軸Ｏと平行に前方から見た場合に
、カバーガラス３の４つの角部は、光学部材１３の外形よりも径方向外側（光軸Ｏから遠
方）に突出する。その他の箇所では、光軸Ｏと平行に前方から見た場合に、カバーガラス
３の外辺は、光学部材１３の外形よりも径方向内側に位置する。
【００５３】
　図９は、図８におけるIX-IX断面図であり、光軸Ｏを含む平面による断面であって、カ
バーガラス３が光学部材１３の外形よりも径方向内側に位置している箇所を示している。
図１０は、図８におけるX-X断面図であり、光軸Ｏを含む平面による断面であって、カバ
ーガラス３が光学部材１３の外形よりも径方向外側に突出している箇所を示している。
【００５４】
　撮像ユニット１においてフレア等の像に悪影響をもたらす有害光を遮るには、対物レン
ズユニット１０を通り保持枠１２の後方端部に到達する視野外光のうち、突出部１２ｂの
内壁面１２ｃ、光学部材１３の側面１３ｃ、及びカバーガラス３の側面３ａにおいて反射
し、表示領域２ｃに達する光を遮る必要がある。
【００５５】
　本実施形態では、図９及び図１０において二点鎖線の線分Ｌ１及びＬ４として示すよう
に、突出部１２ｂの内壁面１２ｃにおいて表示領域２ｃ内に向かって反射する視野外光は
、光学部材１３の前方に配設された第１遮光部材４によって遮られる。
【００５６】
　図９及び図１０において二点鎖線の線分Ｌ２及びＬ５として示すように、光学部材１３
の側面１３ｃに入射する角度の視野外光の一部は、第１遮光部材４によって遮られる。ま
た、第１遮光部材４によって遮られずに光学部材１３の側面１３ｃに入射し、表示領域２
ｃ内に向かって反射する視野外光は、光学部材１３の後方に配設された第２遮光部材５に
よって遮られる。
【００５７】
　図９及び図１０において二点鎖線の線分Ｌ３及びＬ６として示すように、カバーガラス
３の側面３ａに入射する角度の視野外光は、表示領域２ｃに入射しない。
【００５８】
　以上に説明したように、本実施形態では、第１遮光部材４及び第２遮光部材５によって
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、対物レンズユニット１０を通り保持枠１２の後方端部に到達する視野外光のうち、フレ
ア等の像に悪影響をもたらす有害光を全て遮ることができる。
【００５９】
　以上のように、本実施形態の撮像ユニット１及び内視鏡１０１は、円形の光学部材１３
の直径を小さくすることによる小型化と、フレアの抑制とを両立することができる。
【００６０】
　なお、上述した本実施形態では、突出部１２ｂは、対物レンズユニット１０から出射さ
れた光線を透過させるため円形の開口を形成するように、嵌合孔１２ａの内壁面の周方向
全体にわたって設けられているが、図１１に変形例として示すように、突出部１２ｂは、
円形とは異なる形状の開口を形成するものであってもよい。
【００６１】
　図１１に示す変形例では、突出部１２ｂによって嵌合孔１２ａ内に形成される開口１２
ｄは、画素形成領域２ｂの外形と平行な４つの辺からなる長方形又は正方形である。長方
形又は正方形である開口１２ｄは、嵌合孔１２ａの内壁面に内接している。したがって、
開口１２ｄの４つの角部において突出部１２ｂは周方向に分断されている。言い換えれば
、光軸Ｏに平行な方向から見た場合において、突出部１２ｂの画素形成領域２ｂの４つの
角の近傍に重なる部分は、切り欠かれている。
【００６２】
　このような本変形例であれば、像高の高い位置である画素形成領域２ｂの４つの角部に
おいて、突出部１２ｂの内壁面１２ｃで反射される視野外光を原因とするフレアの発生を
防止できる。
【００６３】
（第２の実施形態）　
　以下に、本発明の第２の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
の説明を適宜に省略するものとする。
【００６４】
　本実施形態の撮像ユニット１は、第１遮光部材４の配置箇所が第１の実施形態と異なる
。図１２に示すように、本実施形態の第１遮光部材４は、突起部１２の前端面に当接して
固定されている。
【００６５】
　本実施形態のように、突起部１２の前端面に第１遮光部材４を配設することにより、突
起部１２の内壁面１２ｃに入射する角度の視野外光を、第１遮光部材４により遮ることが
できる。
【００６６】
　また、第１遮光部材４が、光学部材１３の側面１３ｃに入射する角度の視野外光の一部
を遮ることは、第１の実施形態と同様である。また、第２の遮光部材５の配置箇所は第１
の実施形態と同様であるため、第２の遮光部材５は、第１遮光部材４によって遮られずに
光学部材１３の側面１３ｃに入射し、表示領域２ｃ内に向かって反射する視野外光を遮る
。また、カバーガラス３の側面３ａに入射する角度の視野外光は表示領域２ｃに入射しな
い。
【００６７】
　以上のように本実施形態においても、第１遮光部材４及び第２遮光部材５によって、対
物レンズユニット１０を通り保持枠１２の後方端部に到達する視野外光のうち、フレア等
の像に悪影響をもたらす有害光を全て遮ることができる。
【００６８】
　よって、本実施形態の撮像ユニット１及び内視鏡１０１は、円形の光学部材１３の直径
を小さくすることによる小型化と、フレアの抑制とを両立することができる。
【００６９】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
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読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う撮像ユニット及び内視鏡もまた本発明の技術的範囲に含まれるものである。
【００７０】
　本出願は、２０１４年５月２１日に日本国に出願された特願２０１４－１０５４９５号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズユニット、
　撮像素子の前端面である受光面上に固定された、長方形又は正方形であるカバーガラス
、
　前記カバーガラスの前端面に貼着された、前記カバーガラスの対角線長よりも小さい直
径の円形の光学部材、
　前記光学部材が後方から嵌合する円形の嵌合孔を有し、前記対物レンズユニットに対し
て固定された保持枠、
　前記保持枠内において、径方向内側に突出する突出部、
　前記光学部材の前方に配設され、前記突出部の内壁面において反射し前記撮像素子の画
素形成領域内に向かう視野外光を遮る第１遮光部材、及び
　前記光学部材の後端面と前記カバーガラスの前端面との間に配設され、前記光学部材の
側面において反射し前記画素形成領域内に向かう角度の視野外光を遮る第２遮光部材、
を備えることを特徴とする撮像ユニット。
【請求項２】
　前記第２遮光部材は、前記光学部材の後端面上に蒸着された薄膜からなることを特徴と
する請求項１に記載の撮像ユニット。
【請求項３】
　請求項１に記載の撮像ユニットを具備する内視鏡。
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